
個人情報を持たない
クラウドシステムによる

電子おくすり手帳の実証実験
（川崎市宮前区）

宮前区薬剤師会
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クリニック
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薬剤師
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宮前区内の
医療機関で調剤
情報を共有し安心
な医療を提供

電子おくすり手帳の開発



おくすり手帳はどうあるべきかおくすり手帳はどうあるべきか

お薬手帳を最大限に活かすためには、複数の医療機
関で治療・処方される場合も、記録を別々の手帳にしな
いで、一つの手帳にまとめて記録するのがポイントです。



シンプルな操作

薬局は希望者にカード
を発行するだけ

患者はFeliCaカードをタッ

チするだけ

年齢に関係なく使用で
きる

７７２名にカード配布

簡単に簡単に・安全に・安全に
情報検索情報検索

↓↓
患者のためになる患者のためになる

２０１３年３月時点



FeliCaカードでひも付けし

薬局のタブレット端末に表示する

試験　花子



【一般的なシステム】

試験 花子　XXX錠10mg

2B5C…E92　XXX錠10mg

15BD…8D9

15BD…8D9

【個人情報に配慮したシステム】

‡åŒã （→試験花子）

XXX錠10mg

特許出願済

個人情報に配慮したシステム

スキミング

簡単に簡単に・安全に・安全に
情報検索情報検索

↓↓
患者のためになる患者のためになる



おくすり手帳システムによる具体例
簡単に簡単に・安全に・安全に

情報検索情報検索
↓↓

患者のためになる患者のためになる



タブレットで効率よく参照
簡単に簡単に・安全に・安全に

情報検索情報検索
↓↓

患者のためになる患者のためになる

電子化により情報検
索力アップ

薬剤師の作業軽減

服用中の薬を表示

今回処方と比較表示

初めての薬が分かり
やすい



スマホでおくすり手帳

• 薬局で2次元バーコードを

読み取ったスマホのみで
情報が表示される



患者

病院
クリニック

薬局
薬剤師

家族

家族

家族新たなるコミュニケーション

３７８名（４９％）が　　
モバイル端末で利用

２０１３年３月時点

家族間でお薬情報
を共有できる安心
感が生まれる

家族間でお薬情報
を共有できる安心
感が生まれる



利用者の声

スマートフォンでいつでも見ら
れて便利

子どものくすりを夫婦で管理で
きる連帯感

手元でなくしてもデータが消え
ない安心感



電子お薬手帳の比較 （2013/04/09現在）



まとめ

簡単な操作で、年齢に関係なく幅広い
人たちに使用することができる

個人情報を物理的に分離することにより
安全性に配慮したシステムである

家族間でおくすり手帳の情報が共有で
き新たなるコミュニケーションの可能性
が広がった



まとめ
お薬手帳の意義を考えると、一定地域内
のどの薬局でも利用できることが重要と
考えられる

宮前区内の20薬局で参加者は1000名を

超え、電子おくすり手帳の有用性が確認
出来た

今後は川崎市全域にエリアを拡大


